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23年度予算(案 ) 22年度予算額

223,702千 円 (286,010千 円)

(事業概要 )

女性医師等の再就業が困難な状況の大きな要因として、就学前の亭L幼児の子育て、配偶者の転勤、日進月歩で進む医療の現場
に戻りづらい等の理由が挙げられている。離職後の再就業に不安を抱える女性医師等に対し、相談窓口を設置して、復職のための
受入医療機関の紹介や仕事と家庭の両立支援のための助言等を行い、また、医療機関における仕事と家庭の
両立ができる働きやすい職場環境の整備を行い、離職防止や再就業の促進を図る。

そ ★相談窓日経費
魔
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再就業講習会、復職研修

実施病院

保育サポーター

悩み
口育児 (保育サポーター、保育所(24時間、病児対応)など)

・勤務時間 (短時間勤務なら働けるのに)

・復職への不安 (講習会、実施研修などがあれば)

復職研修受入を可能とする医療機関ヘ

研修に必要な経費を支援

舞                     (積 算単価:1か所あたり11,938千円)
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仕事と家庭の両立ができる働きやすい

職場環境の整備について取組みを行う
医療機関への支援
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女性医師支援センター事業
※日本医師会への委託事業 (H18～ )

23年度予算 (案 )

150,172f円
22年度予算額

(155,995千 円)
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求職者
(ドクター)

求人者
(医療機関)
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再就業講習会事業

就業を希望する女性医師に対する講習及び医師の
採用を希望する医療機関に対する環境整備等に関
する講習会等を実施



2.医師臨床研修について

(1)研修医マッチングの結果について

医師臨床研修マツチング協議会が実施した平成22年度研修
医マッチングの結果の概要は以下のとおりです。

①概要

○マッチングの募集定員  10,692人 (前回 10,500人 )

○希望順位登録者数     8,331人 (前回 8,200人 )

○内定者数 (マ ッチ者数)  7,998人 (前回 7,875人 )

○内定率 (マ ッチ率)    96.0%(前 回  96.0%)

※ 1 研修医マッチングとは、臨床研修を受けようとする者 (医学生等)と 臨床研修を

行う病院 (大学病院・臨床研修病院)の研修プログラムを、お互いの希望を踏まえ

て、一定の規則 (ア ルゴリズム)に従つて、コンピュータにより組み合わせを決定

するシステムです。

※2 今回のマッチングは、平成23年度から臨床研修を開始する研修希望者を対象とし

ています。

※3 内定者とは、今回のマッチングにより研修先の病院が内定した医学生等です。

②地域別の状況

○都市部の 6都府県 (東京都、神奈川県、愛知県、京都府、
大阪府、福岡県)以外の内定者の割合は、前回より増加 し
て5214%と なり、平成16年度の新制度導入後、過去最大に
なりました。

06都府県以外の41道県のうち、23県 (56%)で前回より内
定者数が増加 し、16道県 (39%)で減少しました。(2県は前
年同数です。)

〉(      20年度マッチング
51.3%  →

21年度マッチング
52.30/0

21年度マッチング
ー→     52.40/0

臨 研修病院等のマッチング結果 (6 の ) の
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佃 知 秤 鶴
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H22'

佃 宏 秤 鶴

6都府県(%) 47.7% 49.4% 48.7% 48.6% 48.0% 48.7% 47.7% 47.6%

その他 (%) 52_3% 50.6% 51.3% 51_4% 52ヽ 0% 51_3% 52_3% 52_4γ

6都府県 (人 ) 3.699 3,949 3.948 3.986 3.852 3.828 3,760 3.804

その他 (人 ) 4.057 4.051 4.152 4,158 4.178 4,030 4,115 4.194

合計 (人 ) 7.756 8,000 8,100 8.094 8,030 7.858 7,875 フ.998
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臨床研修病院等のマッチング結果 (6都府県・その他)の推移 (グラフ)

※内定者数が増加 した主な県

馬
玉
取
根
山
媛

群
埼
鳥
島
岡
愛

20年度マッチング
県   84人  →

県   183人  →

県   29人  →

県   47人  →

県   155人  →

県   65人  →

22年度マッチング
92人 (+ 15人 )

223ノk (+  40A)
44A  (+  19A)
45A  (+  14A)
187人 (+ 35人 )

79人 (+ 22人 )

21年度マッチング
77ノ｀

183りk
25ノ｀
31人

152ノk
57人

→

→

→

→

→

→

※ 6都府県の状況

20年度マッチング     21年度マッチング

東 京 都  1,385人  → 1,351人
神奈川 県  601人  →  596人
愛 知 県   510人  →  515人
京 都 府   268人  →  251人
大 阪 府   604人  →  601人
福 岡 県   460人  →  446人

22年度マッチング
輛枷
うち小児科=産科

''1'・

ラム内定者数
→  1,409人 (+58人 ) 60人
→   579人 (▲ 17人 ) 11人
→   489人 (▲ 26人 ) 17人
→   265人 (+14人 ) 14人
‐  624人 (+23人 ) 14人
→   438人 (▲ 8人 )  6人

※ 6都府県において内定者数が前回より増加 しているのは、募集定員20人以上の臨床研

修病院・大学病院で必置となっている将来小児科医又は産科医になることを希望とする

研修医を対象とした研修プログラムの募集定員 (各プログラム2名 。各病院で合計 4名 )

を、都道府県の募集定員の上限の枠外とした影響によるものと考えられます。
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49.0%
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③大学病院と臨床研修病院別の状況

○大学病院の内定者の割合は47.9%と なり、前回よりも減少
しました。

○大学病院114病院のうち、61病院 (54%)で前回より内定者
数が増加 し、45病院 (39%)で減少 しました。(8病院は前年
同数です。)

〉(            20年度マッチング     21年度マッチング      22年度マッチング
大学病院  49.1% →  49.7% →  47.9%
臨床研修病院     50.9%   ―→    50.3%   ―→    52.1%

臨床研修病院等のマッチング結果 (臨床研修病院・大学病院別)の推移 (グラフ)

60.0%

55.0%

‐ 臨床研修病院

‐ 大学病院

H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22
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臨床研修病院(%) 41.2% 47.3% 51.7% 51.2% 50.9% 50.9% 50.3% 52.1%

大 学 病 院 (%) 58.8% 52_7% 48_3% 48_8% 49_1% 49_1% 49_7% 47_991

臨床研修病院(人 ) 3,193 3,784 4,184 4,148 4.087 3,999 3.959 4,170

大 学 病 院 (人 ) 4,563 4,216 3,916 3,946 3,943 3,859 3,916 3,828

合   計 (人 ) 7,756 8.000 8,100 8.094 8.030 7,858 7.875 7.998



(2)都道府県別研修医マッチ者数等
(参加病院の所在地による全国分布)

都道府県
平成15年度
採用実績①

平成21年度
マッチ者数②

平成22年度
マッチ者数③

増減③一② 増減③―①
レ
Ｌ

■
４ 海 道 288 276 257 ∠ゝ 19 △ 31

青  森  県 56 62 69 7 13

石 手 県 38 74 70 △ 4 32

宮 城 県 88 109 110 1 22

秋 田 県 61 65 51 △ 14 △ 10

山 形 県 56 82 66 ∠ゝ 16 10

福 島 県 79 72 78 6 Al

茨  城  県 85 104 114 10 29

栃 木 県 119 117 115 △ 2 △ 4

群 馬 県 119 77 92 15 △ 27

埼  玉  県 118 183 223 40 105

千  葉  県 268 289 292 3 24

東 一泉 都 1.707 1,351 1,409 58 △ 298

神 奈 川 県 404 596 579 A 17 175
新  濡  県 89 92 88 △ 4 △ 1

山 県 59 61 46 ∠ゝ  15 ∠ゝ 13

石  川  県 95 112 106 △ 6

福 井 県 48 ワ
′ 57 ∠ゝ 16 9

山  梨  県 54 49 36 △ 13 塾ゝ 18

長 野 県 104 125 112 ∠ゝ 13 ０
０

岐 阜 県 116 102 108 6 △ ε

静  岡  県 109 158 158 0 4C

愛  知  県 436 515 489 △ 26 員
υ

重 県 77 86 93 7

滋  賀  県 83 67 75 8 △ 8

京  都  府 411 251 265 14 △ 146

大  阪  府 689 601 624 23 △ 65

兵  庫  県 310 323 343 20 33
ム

良 県 101 80 76 △ 4 △ 25

和 歌 山 県 68 75 84 9 16

鳥 取 県 51 25 44 19 △ 7

島  根  県 30 31 45 14 15

岡 山 県 146 152 187 35 41

広 島 県 181 151 153 2 △ 28

山  口  県 93 82 85 3 △ 8

徳 島 県 68 55 55 0 A 13
香 県 50 60 52 △ 8

０
こ

愛  媛  県 65 57 79 22 14

高  知  県 47 46 50 4 3

福  岡  県 546 446 438 △ 8 △ 108

佐  賀  県 58 49 38 △ 11 ∠ゝ 2C

長  崎  県 105 85 89 4 ∠ゝ 16

熊  本  県 115 96 98 2 ∠ゝ 17

大 分 県 54 62 65 3

宮  崎  県 50 38 30 △ 8 △ 20

鹿 児 島 県 91 83 73 △ 10 A 18
沖  縄  県 81 130 132 2 51

8,166 7,8751 7.998 123 △ 168
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(3)研修医の採用実績の推移 (臨床研修病院・大学病院 )

※ 採用実績数については、厚生労働省医政局医事課調べ

※※ マッチ結果については、マッチング未参加者 (自 治医科大学、防衛医科大学
校卒業生等)を含まない。

年 度 区 分 マッチ結果(人 ) 比率(%) 採用実績(人 ) 上ヒコ
=(%)

平成15年度

臨 床 研 修 病 院 2,243 27.5

大 学 病 院 5,923 72.5

計 8,166 100.0

平成16年度

臨 床 研 修 病 院 3,193 41.2 3,262 44.2

大 学 病 院 4,563 58.8 4,110 55.8

計 7,756 100.0 7,372 100.0

平成17年度

臨 床 研 修 病 院 3,784 47.3 3,824 50.8

大 学 病 院 4,216 52.7 3,702 49.2

計 8,000 100.0 7,526 100.0

平成18年度

臨 床 研 修 病 院 4,184 51,7 4,266 55.3

大 学 病 院 3,916 48:3 3,451 44,7

計 8,100 100.C 7,717 100.0

平成19年度

臨 床 研 修 病 院 4,148 51.2 4,137 54.7

大 学 病 院 3,946 48.8 3,423 45.3

計 8,094 100.0 7,560 100.0

平成20年度

臨 床 研 修 病 院 4,087 50.9 41144 53.6

大 学 病 院 3,943 49.1 3,591 46.4

計 8,030 100.0 7,735 100,0

平成21年度

臨 床 研 修 病 院 3,999 50.9 4,069 53.2

大 学 病 院 3,859 49.1 31575 46.8

計 7,858 100.C 7,644 100.0

平成22年度

臨 床 研 修 病 院 3,959 50.3 3,961 52.8

大 学 病 院 3,916 49.フ 3,545 47.2

計 7,875 100.0 7,506 100.0
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(4)都道府県別研修医在籍状況推移

都道府県
平成15年度
採用実績 (1)

平成21年度
採用実績 (2)

平成22年度
採用実績(3)

増 減
(2)― (1)

増 減
(3)一 (1)

前年度比

(3)― (2)

北 海 道 288 290 260 2 △ 28 △ 30

青 森 県 56 62 65 6 9 3

岩 手 県 38 74 69 36 31 △ 5

宮 城 県 88 113 113 25 25 0

秋 田 県 61 75 60 14 △ 、 1 A 15
山 形 県 56 62 77 6 21 15

福 島 県 79 70 72 △ 9 △ 7 2

茨 城 県 85 110 98 25 13 ∠ゝ 12

栃 木 県 119 110 107 △ 9 A 12 △ 3

群 馬 県 119 82 72 △ 37 △ 47 .A10
埼 玉 県 118 204 204 86 86 0

千 葉 県 268 270 269 2 △ 、 1

東 京 都 1,707 1,358 1,305 △ 349 △ 402 △ 53

神 奈 川 県 404 586 562 182 158 △ 24

新 潟 県 89 100 86 △ 3 A 14
富 山 県 59 38 56 △ 21 △ 3 18

石 県 95 75 99 △ 20 4 24

福 井 県 48 45 69 △ 3 21 24

山 梨 県 54 46 44 △ 8 △ 10 △ 2

長 野 県 104 109 α
υ 5 12 7

岐 阜 県 116 88 107 △ 28 △ 9 19

静 岡 県 109 163 160 54 51 △ 3

愛 知 県 436 493 493 57 57 0

二 重 県 77 83 82 6 5 ハ 、 1

滋 賀 県 83 80 67 △ 3 A 16 A 13
京 都 府 411 263 246 △ 148 △ 165 ∠ゝ 17

大 阪 府 689 578 578 △ ハ 、 111 0

兵 庫 県 310 289 305 △ 21 △ 5 16

奈 良 県 101 70 78 △ 31 △ 23 8

和 歌 山 県 68 72 68 4 0 △ 4

鳥 取 県 51 29 23 △ 22 △ 28 △ 6

島 根 県 30 49 29 19 め 、 1 △ 20

岡 山 県 146 153 138 7 △ 8 ∠ゝ 15

広 島 県 181 141 140 △ 40 △ 41 Al

山 口 県 93 62 77 △ 31 ∠ゝ 16 15

徳 島 県 68 54 51 △ 14 A 17 △ 3

香 川 県 50 58 60 8 10 2

愛 媛 県 65 62 52 △ 3 △ 13 △ 10

高 知 県 47 35 41 A 12 △ 6 6

福 岡 県 546 437 401 △ 109 △ 145 △ 36

佐 賀 県 58 47 49 △ 11 △ 9 2

長 崎 県 105 70 79 △ 35 △ 26 9

熊 本 県 115 99 91 A 16 △ 24 △ 8

大 分 県 54 53 57 Al 3 4

宮 崎 県 50 44 35 △ 6 A 15 △ 9

鹿 児 島 県 91 54 74 △ 37 ∠ゝ 17 20

沖 縄 県 81 139 122 58 41 A 17
計 8,166 7,644 7,506 △ 522 △ 660 △ 138

資料 :厚労省医師臨床研修推進室調べ

―-358-一



(5)医師臨床研修費補助金について

必修化された臨床研修において、研修医が適切な指導体制の下で

研修を実施するための経費として、研修病院の開設者に直接補助 し
ている。 (公・私立の大学病院、臨床研修病院等を対象 )

○ 平成 23年度予算案 142億 円 (22年度162億 円)

○ 内 容

(1)教育指導経費 【特別枠除 く】131億 円 (22年度162億円)

口指導医の確保
t

ロプログラム責任者 (副院長クラス)の配置
・研修管理委員会の設置
・医師不足地域及び産婦人科・小児科宿日直研修 等

(2)臨床研修指導医確保事業 10億 円 (新規 )

【特別枠予算「地域医療確保推進事業」の一部】
・大学病院や都市部の中核病院と医師不足地域の中小病院・

診療所が連携する研修プログラムの作成
・医師不足地域の中小病院等への指導医派遣

(3)臨床研修に関する地域協議会  1億円 (新規 )

・協議会運営 に係 る謝金、旅費、会議費等

(募集定員の調整、研修プログラムの共同開発に係るものに限る。)

(参考 )

【補助先】公私立大学附属病院、厚生労働大臣の指定した公私立病院等

【補助率】定額

平成 18年度

予算額

平成 19年度

予算額

平成 20年度

予算額

平成 21年度

予算額

平成 22年度

予算額

平成 23年度

予算案

ロ 計 170億 円 162億 円 161億 円 161億 円 162億 円 142億 円

教育指導経費 (特別枠除く)

臨床研修指導医確保事業

臨床研修地域協議会

導入円滑化特別加算

142億 円

28億円

156億 円

6億円

161億 円 161億 円 162億 円 131億 円

10億円

1億円

―-359-一
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亡 失事 故 を起 さな いよ う免 許
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3.医 師等 の資格確 認 につ いて

(昭 和 60年 10月 9日 付健政 発 第 676号
各都 道府 県知事 あて厚 生省健 康 政策局 長通知 )

最 近 、外 国人 医師 を採 用 した某 地 にお いて、その際 の免 許 資格 に関
す る調 査 が十分 に行われ なか つた ため 、左記 の無効 医師免 許証所持 者
に よる無資格 医業が行わ れ 、保 険請 求 まで行われ て いた事 例 が判 明 し
たの で 、今後 か か る事例 が再 発す る ことの な いよ う左記事 項 に十分 御
留意 の うえ、貴職 におかれ て も、関係部 局 、貴 管 下保健 所 、病 院 、診
療 所等 関係機 関 に対 し、周知徹 底願 いた い。

1

(1)

(2)

2

局
徹

(1)

(2)

(3)

(4)

3
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.死 因 究 明 に 関 す る 取 組 に つ い て

(1)異 状死死 因究 明支援事 業
23年度 予算案  22年 度 予算
74,240千 円  (55,464千 円 )

監察 医制度 が適用 され てい る一部 の大都 市圏 を除 き、死因究明のために必要 と
な る解剖 が、極 めて低 い実施率 に とどまってい る現状 にかんがみ、地域 にお ける
死因究明の取組 に対 して財政的支援 を実施す ることに よ り、死因究明 の体制づ く
りを推進す る。

(対 象 経 費 )① 事務局経費 、②行政解剖 を行 うための経費、③ 死 亡時画
像診 断 を行 うための経費 (施 設整備 、設備整備 に係 る経費
は除 く)

)都 道府 県

) 定額
) 1か 所 あた り7,424千 円

(2)死 亡時画像診断 システム整備事 業   ｀

監察 医制度 が適用 され てい る一部 の大都 市圏 を除 き、死因究明のために必要 と
なる解剖 が低 い実施率 に とどまってい る現状 にかんがみ 、死 亡時画像診断 を導入
す る医療機 関等へ財政的支援 を実施 し、死 亡時 の病態把握や死因究明体制 の推進
を図 る。

●医療施設等施設整備費補助金の メニ ュー事 業

23年 度予算案    22年 度予算
451,386千 円の内数 (451,386千 円の内数 )

(対 象 経 費 ) 死 亡時画像診断 の実施 に必要 な施設 の新築 、増改築及 び改
修 に要す る工事費又 は工事請負 費

(補  助  先 ) 都道府 県 (間 接補助先 :市 町村、厚生労働大臣が認める者 )

(補  助  率 ) 1/2(負 担割 合 :国 1/2、 都道府 県 1/2)

(積 算 単 価 ) 基準面積 60ポ に別 に定 め る単価 を乗 じた額

●医療施設等設備整備費補助金 の メニ ュー事 業

23年 度予算案     22年 度 予算
830,504千 円の内数 (830,504千 円の内数 )

費 ) 死 亡時画像診断 の実施 に必要 な CT等 医療機器購 入費
先 ) 都道府 県 (間 接補助先 :市 町村、厚生労働大臣が認める者 )

率 ) 1/2(負 担割合 :国 1/2、 都道府 県 1/2)

価 ) 1か 所 あた り20,000千 円

先
率

価
助助騨

補
補

積

葬助助騨

対
補

補

積
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